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本日の発表のアウトライン

• 自己紹介

• Translanguagingとは？

• 修士論文で行った研究について

• CLILにおけるTranslanguagingの効果的活用法とは？



自己紹介

2013年 4月 上智大学外国語学部英語学科 入学 (2018卒)

2018年 4月 上智大学院 TESOLに通い、都内中高で非常勤
2019年 4月 横浜女学院中高にてCLIL授業を担当&研究
2020年 3月 上智大学院 TESOL コース終了
2020年 4月～横浜女学院中高にて常勤

教員3年目まだまだ未熟者です。
CLILと出会って7年目 (2014年夏世界遺産CLIL in カンボジア)







CLILとは？

Content and Language Integrated Learning (CLIL) 

is defined as “a dual-focused educational approach 

in which an additional language is used for the 

learning and teaching of both content and 

language” (Coyle, Hood, & Marsh, 2010, p. 1)
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異文化理解と
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CLILの４つのC

(Coyle, Hood, & Marsh, 2010)



• 生徒のL2能力不足のために年齢適応レベルの内容を学ぶの
が難しいことがある。 (Content) 

• 生徒のL2能力不足のためにL2のみで授業を行うことが困難
(Communication)

• 生徒のL2能力不足が思考力を制限してしまうかもしれない
(Cognition) 

• 生徒のL2能力不足がグループワークを難しくする
(Culture)

CLIL授業における言語面の課題

(Davison & Williams, 2001; 
Nikula, Dafouz, Moore & Smit, 2017)



Translanguagingとは？

“planned and systematic use of two languages 
for teaching and learning inside the same 
lesson” (Lewis, Jones & Baker, 2012, p. 643)

= 教育実践としての二言語使用

“Translanguaging is the process of making 
meaning, shaping experiences, gaining 
understanding and knowledge through the 
use of two languages” (Baker, 2011, p.288)

=バイリンガルがおこなう言語活動や認知様式
≒Code-switching



TranslanguagingとCode-switchingの違い

TranslanguagingCode-switching
バイリンガルは日本語と英語といっ
た2つの個別の言語体系(named 
languages) を持っており、その2
つの言語の間をスイッチしていると
考える。

バイリンガルは１つの言語体系を持ってお
り、言語知識はすべてつながっている。
その全体のレパートリーの中から戦略的に
言語を操りバイリンガルの人はコミュニ
ケーションや意味の創造をおこなっている。

L1の使用は
L2の成長に
促進しない

L1の使用は
L2の成長を
促進する

(Lewis, Jones & Baker, 2012; García & Wei, 2014)

バイリンガル教育の
手法として注目を集める



スキルや認知様式としてのTranslanguaging



Translanguagingの分類

Translanguaging

Universal 
TL

Pedagogic
(Classroom) 

TL

Natural 
TL

Official 
TL

自然発生的に
起きるもの

教師が事前に
計画するもの



認知的な利点
情緒的な利点

• 生徒を巻き込みやすい
• 指示や意味を明確にできる
• L1/L2を比較して教えやすい
• クラスルームマネジメントがしやすい
• 生徒と信頼関係を築きやすい
• 時間を節約できる

• 授業に参加しやすくなる
• 意見を深めやすくなる
• 質問がしやすくなる
• 議論がしやすくなる

(Cook, 2001;Forman, 
2010;García & 
Wei,2014)

Pedagogic Translanguagingの機能



「 CLIL教室におけるトランスラングエッジングとは、事前に計画された

学習活動や授業中に交わされるやり取りにおいて、科目固有の知識と

アカデミックな言語能力を最大限に高めるべく、目的を持って活発に

自言語と目標言語を用いることである」(Ikeda, 2017, p 6)

CLIL授業におけるTranslanguagingの定義



先行研究から導き出せる研究課題

Translanguagingの研究は北米やヨーロッパなどのバイリンガル教育に
集中し、アジアのEFL環境における研究が圧倒的に不足している

(Rabbidge, 2019)

CLILにおけるTranslanguagingの効果的使用はほとんど研究されていない
(Nikula & Moore, 2016)

CLIL実践者自身が体系的で戦略的なL1/L2の使用を調査することで
より豊かで興味深いデータが得られる (Lin, 2015) 



本研究の目的

CLIL授業においてTranslanguagingを単なる足場掛け
としてだけでなく生徒の学びをより豊かにそして最大化
するための実践を探ること



CLIL授業におけるTranslanguaging
(母語使用)に関係する要因

• 環境 (ESL /  EFL / ヨーロッパ / アジア etc )

• 授業のタイプ (英語(外国語) / 科目授業 / Hard / Soft )

• 生徒の要因 (L1/L2のレベル /年齢 / 心理状態 etc)

• 教員の要因 (日本人 / ネイティブ / L1&L2のレベル) 

• 科目内容 (認知的負荷 / 既習未習 etc)



Q1

Q2

Research Questions

CLIL授業において
(主にNatural) Translanguagingは
どのように使われたか？

Translanguaging(日本語使用)に関して
生徒と教員が感じた利点と懸念は何か？

Q3
CLIL授業における生徒の学びを豊かなも
のにするためTranslanguagingはどの
ように戦略的に使うことができるか？



研究授業の概要

中３ 高2

人数 29人 39人

英語力 A1-A2 A2-B1 

科目内容 生物多様性・多文化共生 世界平和

スケジュール 45分×週2コマ 45分×週2コマ

Team-Teaching 日本人英語教員(男) フィリピン人英語教員(女)



1 2 3 4

研究手法

5

Teaching
Journalの記録

(Q1, 2, 3)

授業動画・
音声の記録

(Q1, 2, 3)

生徒への
アンケート

(Q2, 3) 

教員への
インタビュー

(Q2, 3)

生徒のエッセイ
や振り返りシー

トなどの分析

(Q1, Q3)



CLIL授業においてTranslanguagingは

教師と生徒によってどのように使われたか？

Research Question 1



結果 (主要な発見)

Extract 1: Vocabulary Confirmation (語彙の確認)

Extract 2: Vocabulary Elicitation (語彙を引き出す)

Extract 3: Cross-linguistic Comparison (L1との比較)

Extract 4: Pair Comprehension Check (L1でペアで内容確認)

Extract 5: Pair/ Group Discussion for HOTS Tasks (L1で議論)

Extract 6:  Giving Voice (L1で本当に言いたいことを表現させる)

Extract 7: Facilitation of Dialogic Discourse (対話の促進)

Extract 8: Multimodal Use of L1 (文字としてのL1使用)





Extract 7: Facilitation of Dialogic Discourse

(カブトガニの青い血を抜き取る写真のスライドを見ながら)

S1: 先生、これ生で絞り出してるの？[Teacher, are they squeezing 
the crab’s blood while they are alive?]

T1: That’s right. They are not dead. Do you know 献血？
You can take your blood and donate it and then you can give the   
blood to someone who needs blood. Scientists take their blood   

and they release them back into the sea. Because it’s helpful.
(pointing at a scientist on the screen) He uses this blood when 
he makes medicine. That’s why it’s very expensive.

S2: え、てことは死んじゃうの？[So, are they going to die?]
T1: Good question. Some of them will die in the process.

Vocab 
Confirmation

IRFではない
対話的な学び



Extract 8: Multimodal Use of L1

エッセイライティングの際にL1で
ブレインストーミングをする生徒の例

(プライバシー保護の観点から写真は割愛)

スキルや認知様式としてのNatural Translanguaging



Co-languaging (両言語併記)



Translanguaging(母語使用)に関して

(教員と)生徒が感じた利点と懸念は何か?

Research Question 2



アンケート結果

Mean SD Mean SD

Q1. CLILの授業は面白い 4.89 0.96 4.79 0.98

Q2. CLILでは英語が活発に使用されている 5.52 0.83 5.48 0.70

Q3. CLILは自分の英語力を伸ばすのに役立つ 5.33 0.90 5.06 0.98

Q4. CLILでは科目内容を学ぶことができる 5.37 0.62 5.67 0.59

Q5. CLILでは思考力を使う 5.44 0.68 5.56 0.61

Q6. CLILではクラスメートと協力して学んでいる 5.37 0.73 5.24 0.89

Q7. CLILでは世界についての意識が高まる 5.22 0.83 5.33 1.03

中3 高2CLIL授業についての全体的な印象

1 (とてもそう思わない) – 6 (とてもそう思う)



•普段の英語の授業より自分で表現したりすることがで
きるので難しいけど自然と英語が身についていいと思う。

•英語で考えたり話したりするとより外国に目を向けや
すくなるし、そのテーマ以外にも英語で意見を述べるこ
とが日々できるようになってきている気がする。

•英語を使って他のことを学ぶので、良い勉強になるし、
活用することで英語を学ぶ意識が高まると思う。

•最初は大変だったけど、最近は２時間続けて英語を聞
いて理解することが辛くなくなってきて理解できると楽
しいし、休み時間も先生とは英語で話したいと思うよう
になった。

•英語の授業は難しいけど、自分が知らないことも
知れるのでとてもいいと思います

•ただの英語の勉強よりも実践的で英語以外の学び
にもなるので良い

•世界についてより深く学べるし、英語の勉強にも
なると思います。CLILの授業を受ける前より、世
界について興味が深まりました。

•様々な視点で考えることができる授業だと思う。

CLIL授業についての全体的な印象

中3 高2



アンケート結果

Mean SD Mean SD

Q8. CLILでは先生は英語のみを使うべきだ 3.70 1.24 3.27 1.29

Q9. CLILでは自分たち(生徒)は英語のみを使うべきだ 3.52 1.34 3.36 1.27

Q10. 英語で授業を理解するのは難しいと感じる 4.35 1.33 3.91 1.19

Q11. 英語で自分の意見を表現するのは難しいと感じる 4.63 1.25 4.44 1.32

Q12. 時々先生に日本語で説明してほしいと感じる 4.37 1.49 4.33 1.03

Q13. 時々日本語を使わせてほしいと感じる 4.07 1.39 4.00 1.17

中3 高2

(N=27)        (N=33)



アンケート結果

Mean SD Mean SD

Q14. ペアで日本語を使うと理解が深まる 4.89 1.10 4.64 1.18

Q15. ペアで日本語を使うと深く考えることができる 4.78 1.29 4.61 1.15

Q16. 日本語を使うと文法や単語が学べる 4.33 1.15 4.55 1.02

Q17. 日本語は内容を理解するのに役立つ 4.70 1.12 4.91 0.93

Q18. 日本語が使えると授業に参加しやすい 4.63 1.36 4.85 1.28

Q19. 日本語だと質問しやすい 4.56 1.26 4.70 1.27

Q20. 日本語だと授業で緊張感が少なくなる 4.30 1.33 4.33 1.43

中3 高2



1. 難しい文や言葉を解説するとき
2. 意味わからないまま進めると分からなくなってしまうから
3. 適度に使って欲しい
4. みんなが分からなさそうにしている時
5. 補足で説明の後に日本語を言って欲しい

生徒が感じた日本語使用のメリット (中3)

1. 母国語だから
2. 日本語で話した方が理解が深まるから
3. 課題に取り組むときに日本語で理解してから考えた方が良い
4. 日本語で話し合って、英語でまとめるとよい
5. 物事について討論するとき日本語を使えたらより深く話し合える

自分たちの
日本語使用
に関して

先生の
日本語使用
に関して



1. わからない単語の説明は日本語が良い。
2. 使うべきとまではいかないが、使っていただけると嬉しい。
3. もう少し和訳をしてくれたりしたら理解が深まると思います。
4. 多少は使うべき。英語ばかりだと、理解できなかった時にわからないまま授業

が進んでいってしまうから。

1. 意見が難しくて言えない時などに使えたらいいと思います
2. 基本は英語を使うことも大事だけど、わからない時は日本語で話した方がス

ムーズに伝わりやすいこともあると思うからです。
3. 英語が理解できなかった時に周りの友達は理解できていたら、教えてもらって

授業についていけると思う。
4. 英語だけで表現するにはまだまだ力が足りない部分もあるので、日本語も交え

て授業が受けられればもっと深く追求していくことができると思います。
5. 日本語を使っていいというか使ってしまうと思う

先生の
日本語使用
に関して

自分たちの
日本語使用
に関して

生徒が感じた日本語使用のメリット (高2)



1. 先生の英語を聞いて私も英語を学べるから
2. せっかく授業全てを英語でできる機会だから
3. 日本語だと理解はより一層深まるけど、授業が始まると「英

語を聞いて理解しないと」みたいな神経を使うのが良い
4. 英語で話しているのを自分の力で理解できるようになりたい
5. NZに向けて練習したい

生徒が感じた日本語使用の問題点 (中3)



1. 使わないべき。私は英語で何かを学ぶということが好きだから。
2. なるべく使わない方が良いと思う。日本語だけで考えると深く考え

られるけれど、英語のスキルアップにはつながらない。
3. 難しい英語の時以外は日本語は最小限でいいと思う。
4. 使わない方が英検で自分の意見を言う練習にもなるから。
5. 発言が誰も出なかった時は日本語が良いが、それ以外は英語が良い
6. 説明をしすぎるのは理解しようとすることをしなくなるので、よく

ないと思うが多少使うのは良いと思う。

英語使用 =ポジティブな学習の機会

生徒が感じた日本語使用の問題点 (高２)



CLIL授業における生徒の学びを豊かなものに

するためTranslanguagingはどのように戦略的

に使うことができるか？

Research Question 3



Task 1: Translanguaging的文法指導 (中3)

夏休みの課題

エッセイを提出

よくある語彙や

文法ミスを特定

し翻訳タスク

(日→英)を休み明

けの授業で実施

生徒はグループ

でタスクに取り

組む

L2 L1→L2



生徒の文法間違え例

• There are many garbage. I was surprise.

• I want to do gathering garbage of sea by a lot of people.

• I want to use eco bag by a lot of people.

• Many animals which living in the sea can spend a good time.



① 私は思ったよりたくさんのゴミを拾いました。
→ I picked up
② 私はごみの量に驚きました。
→ I was
③ 海のビニール袋は生き物に悪い影響を与えます。
→ Plastic bags in the sea animals.
④ 海をきれいに保つことは重要です。
→ It is important to
⑤ みんなにエコバックを使ってほしい。
→ I want
⑥ 海に住んでいる生き物が幸せに生きることができるでしょう
→ The animals can

生徒が実際に
伝えたかった
文を基に作成

翻訳タスクの例



期待される指導上の効果

生徒の書いた作文を利用すること
で意味に焦点を置きつつも、翻訳
タスク(日本語使用)で言語面にも
意識を向けさせる (和泉, 2016)

Content-drivenのCLIL授業
において有効な言語指導法

反応型 (Reactive) Focus on Form



Task 2: Translanguagingリサーチ (中3) 

NZの絶滅危

惧種について

NZ環境省の

HPでリサー

チする(英語)

グループで

一種選び

日本語で概要

をまとめる

別のグループ

と情報を共有

し日本とNZの

違いを議論

する(日本語)

グループの

感想をクラス

全体に英語で

シェアする

L1L2 L2L1





期待される指導上の効果

L2 Input (オーセンティック教材)

L1 Output (重要な情報を抜き出しまとめる)

L1 Output (リサーチをグループでシェアする)

L2 Output (ディスカッションの結果を全体に英語でシェア)

“Better digestion of content knowledge”
内容知識をよりよく消化できる(Baker, 2011)

逐語訳ではない！



Task 3: Translanguaging分析 (高2)

高校日本史の

教科書で第二

次世界大戦と

原爆投下に

ついて読む

アメリカの

歴史教科書で

同じ個所の

記述を読む

日本の教科書

との違いを書

き出しグルー

プで議論する

気づいた違い

をグループご

とに英語で

発表する

L1 L2 L2L1



日米教科書の記述の差の例

日本の教科書 アメリカの教科書

沖縄地上戦と
その被害者数

「沖縄戦の死者は、日本軍の死
者約6万5000人、住民の死者約
10万人、アメリカ軍の死者1万
3000人弱とされる。」

“More than 12,000 American 

solders, sailors, and marines 

died during the fighting,...”

原爆投下の理由

「アメリカは、戦争の早期終結
や、戦後に予想されるソ連との
対立で優位に立つことなどを考
え、8月6日、広島に原子爆弾を
投下した。」

“Truman believed it was his 

duty as president to use 

every weapon available to 

save American lives.”



Evaluate

Analyze

Understand

日本の歴史教科書 アメリカの歴史教科書



タスクについての生徒の感想 (高2)

• 一つの事柄でも様々な視点で見ることが大切だと思った。これからは
一つの資料だけはなく、たくさんの資料を参考にしようと思いました。

• これからは様々な視点で世界を見ていきたいと思いました。どちらも
事実を言っているが焦点の当て方、切り取り方で意味、受け取り方が
変わると思った。どちらの国でもない、第三者の国の教科書にはどう
書かれているのか気になった。

• アメリカの教科書と日本の教科書をくらべたことはなかったし、比べ
ようと思ったことも今までなかったから、CLILを通してたくさん違い
を学べた。

• アメリカの教科書読めたことが嬉しい。



期待される指導上の効果

・L1で読むことで背景知識が活性化されオーセンティックな
教材を読みとく足場掛け(scaffolding)になる

・メディアリテラシーや批判的思考力が刺激される

L1 input (背景知識・スキーマ)

L2 Input (オーセンティック教材)

L1 Output (高次思考 / 振り返り)

L2 Output (気づいたことの共有)



1

3

2

4

5
学びの最大化

言語指導を補う
Focus on Form

考察：CLILにおけるTranslanguagingの役割

内容学習をより
豊かにする

インクルーシブで
安全な場を作る

オーセンティック
な学び



CognitionContent
Commun-

ication
Culture/
Community

Translanguaging と 4Cs 

Translanguaging



Translanguagingの分類

Translanguaging

Universal 
TL

Pedagogic
(Classroom) 

TL

Natural 
TL

Official 
TL

自然発生的に
起きるもの

教師が事前に
計画するもの



L2 Input

L1 Output

L2 Output

L1 Input

② L1での指導

L2のみ(EMI)

⑤⑥ ⑦⑧

CLILのタスクデザイン用
Translanguagingの使用モデル

④

③

Translanguaging = ③〜⑧

Revised Flexible Multiple Model (García, 2009)

①



本研究から得られる教育的示唆

外国語教育では母語の使用は否定的、もしくは極力避ける
べきという考えも根強いが、
Translanguagingは生徒の母語をリソース、アイデンティ
ティ、そしてユニークな武器として捉える。
Translanguagingの効果的活用により、今後様々な側面で
より豊かな学びが生まれることが可能性が期待される。



本研究の限界: 

• 比較対象のない探索型ケーススタディであること
• Task 1や2で実際にどのような効果があったか
測定できなかったこと

今後の課題:

• より様々なレベルの授業で長期的な調査
• 量的データによるTranslanguagingの効果測定

本研究の限界と今後の研究への提案
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